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平成16年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ

平成15年４月17日付当社「平成15年２月期決算短信（連結）」にて公表いたしました平成16年２月期通

期（平成15年３月１日～平成16年２月29日）連結及び単体の業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。

記

１．連結通期業績予想数値の修正（平成15年３月１日～平成16年２月29日） 〔単位：百万円〕

売  上  高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 50,106 1,144 590

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 47,720 450 206

増 減 額        （Ｂ－Ａ） △ 2,386 △ 694 △ 384

増 減 率          （％） △ 4.8 △ 60.7 △ 65.1

（ご参考）前期実績 48,491 1,061 541

２．単体通期業績予想数値の修正（平成15年３月１日～平成16年２月29日） 〔単位：百万円〕

売  上  高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 49,600 1,100 566

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 47,280 430 196

増 減 額        （Ｂ－Ａ） △ 2,320 △ 670 △ 370

増 減 率          （％） △ 4.7 △ 60.9 △ 65.4

（ご参考）前期実績 47,880 980 501

３．修正の理由

当上半期は雇用情勢、所得環境などの一層の悪化に伴う消費の低迷が一段と厳しさを増すなか、天候
不順、冷夏の影響を受けて売上高が減少いたしました。また衣料品など荒利益率の高い部門の売上構成

比率の低下により売上総利益率も計画を下回りました。このような状況を踏まえ経費削減に努めてまい
りましたが、売上高・売上総利益の未達成の影響を吸収できず、経常利益及び中間純利益は計画を大き
く下回りました。

当下半期につきましても、雇用、所得環境の改善は期待できず、先行き不透明感から個人消費は引き
続き低迷するものと思われます。
このような状況の中、平成15年９月に札幌市西区に発寒店（ＳＳＭ）を開店しており、今後、この新

店舗での様々な試みの成果を既存各店舗に波及させ、売上高の回復と一層の経費削減を図っていく所存
でありますが、急激な業績の回復は考えにくく、まだまだ厳しい状況が続くものと予想され、通期の業
績見通しにつきましては、上記記載額にとどまる見込みであります。

（注）今回の修正値は、現在入手可能な情報に基づき算出した値であり、実際の決算とは異なる可能性が
あります。


